










珪藻
この遍在する単細胞の藻類は栄養の循環において最も有
益であり、好ましくない生物体を排除します。前章で記
述したように、これはろ過サイクル期間の最初の段階で現
れます。珪藻は水槽の壁、ライブロックおよび砂の上に褐
色の薄膜のように現れますが、海水の水槽ではほとんど
問題を引き起こしません。珪藻はケイ酸塩濃度が高い環
境下で増殖します。これらの藻はケイ酸塩を消費し濃度
を下げます。

藍藻、シアノバクテリア
この生物は、肉眼では実際に暗赤色に見えます。バクテリア
と密接な関係があり、しばしば汚染された水、十分に通気、
循環されていない水、栄養過剰の水の中に発生します。また、
触るとぬるぬるした感じがあります。群体、ひも状、連鎖状
のこれらの生物が存在する場合は、循環またはろ過の問題を
示しています。

糸状緑藻
この毛のような暗緑色の藻は、水槽一面に広がり、特に石灰
藻が十分に繁殖しないライブロック上に生息します。髭状藻
類は水槽中のサンゴを含めた他の固体を覆いながら簡単に繁
殖することができます。それらの量を制御するには草食生物
を入れます。小さなハギ類やウニの種の多くは、この役割を
適切に果たします。アストレイアスネイルやブルーレッグ
ハーミットも同様です。

藻類の予防

化学的な予防
藻類は、栄養豊富な水の中で繁殖します。まずはリン酸塩と
硝酸塩をできるだけ少なくして下さい。

循環
大部分のミクロ藻類はよどんだ水をより好みます。水を
流動的に維持し、ポンプの動作に気をつけます。

ろ過
ミクロ藻類を防ぐのには、プロテインスキマーが最も
効果的です。プロテインスキマーは藻類の成長を促進す
る可能性のある有機物を素早く取り除きます。定期的
にスキマーの稼動状況を監視し、清潔に保ちます。

大型藻類
大型藻類はミクロ藻類の制御に有効です。これはミクロ
藻類が必要とする光を遮断し、必要としている栄養分の
一部も消費します。成長の早いイワヅタや外殻を形成す
るサンゴモ（サンゴに似ている紅藻類）が最適です。



汚染物質
餌の与え過ぎに注意して下さい。一部換水を頻繁に行うこ
とにより藻の栄養分が薄くなります。

生物的な管理
サザエ、アストレイアスネイル、草食の魚（例えばブレイ
ニー）は藻を摂取します。巻貝は人気があり効果のある清掃
動物です。

給餌
当然ながら海洋生物への給餌と栄養は、水槽中の生物の健
康維持に最も重要な要因の一つです。特に餌に関しては、
魚は非常に多様なグループに分かれます。

一つの餌がすべての水中生物の全ライフステージにおける
食事の需要を満たすということは有り得ません。魅力的な
魚種（例えばチョウチョウウオやマンダリン）の多くが水
槽に定着することは非常に困難です。というのは、自然環
境でのみ満たすことのできる特別な食物的必要条件がある
からです。

多くの魚は一定の種類の餌に適応していきます。魚の特性
を知ることにより、適切な餌を選択することができるで
しょう。

給餌の時間は魚の状態を確認するのに最も適しています。
次のような魚に注意して下さい。

・餌に近寄らない魚

・餌を飲み込めない、または噛めない魚。それらを見つけた
場合、与える餌の大きさを調整して下さい。

頻度
少量ずつ回数を分けて与えるようにします。余分な餌
が堆積し、腐敗しないようにします。「十分に餌を与
えない」ことにより、こうした種が自然界で餌に遭遇
する状況に似せることができます。

餌
マリンアクアリウム用に作られた乾燥餌は大部分の海水魚に
とって十分な餌と言えます。しかしながら、草食性の動物
や肉食性の動物には他の餌や栄養分を与える必要がありま
す。

フローズンフード
様々なタイプ、サイズおよび形式で販売されています。冷凍
餌は保存に適しており、「生餌」よりも安価なことが多いで
す。適切に製造されている冷凍餌は生餌と同様の栄養分を提
供します。単品のキューブ型(ブラインシュリンプ、クリル)、
または混合パックで販売されています。

グリーンフード
乾燥、フレーク状、ペレット状または冷凍餌で、特定の草食
動物がこれらを好みます。大型の海藻類(アサオ、イワヅタ、
スピルリナ)はこれらの原料となります。また、蒸したオク
ラ、ズッキーニや同類の緑色野菜を使用することもできます
が、長期的にはシュウ酸の蓄積へとつながります。レタスな
どの葉状の緑色野菜は代替品としての効果がありますが、栄
養価は高くありません。



毎週のケア

水質パラメーター
リーフアクアリウムを快適に維持するには、環境の物理的お
よび科学的要因をコントロールする必要があります。

本マニュアルの冒頭で必要とする物理的な条件や、レッド
シーマックスにより、そうした条件を簡単に維持できること
について説明しました。このセクションでは、以下のチャー
トに示す理想的な水質パラメーターについて説明します。ろ
過サイクル期間を経てシステムを数ヶ月運行した後、多くの
ユーザーが決まってアンモニアおよび亜硝酸塩濃度の確認を
省略しますが、以下のパラメーターは定期的にチェックする
必要があります。

硝酸塩レベル
硝酸塩レベルは少なくとも水を交換するのと同じ頻度で
チェックします。

ｐHとアルカリ度
pHおよびアルカリ度は、特にカルシウム添加剤を使用す
る場合は、定期的にチェックします。pH値が下がっている
場合は適切な処置を取ります。つまり、餌を減らしたりpH
上昇剤を入れたり換水を増やしたりします。

塩分濃度
塩分濃度および比重をチェックします。

これらの推奨値は長年のアクアリストの経験に基づいておりま
すが、他の専門家による数値と微妙に異なる場合があります。
各推奨値の基準を明確にするために、表中に各パラメーターの
重要性について簡単な説明を記します。

パラメーター

塩分濃度 35ppt;　比重= 1.026

380-450ppm

1250-1350ppm

0.03ppm未満

0.1ppm未満

一般的に0.2ppm未満

10ppm未満

2ppm未満

5-15ppm

0.1-0.2ppm

0.05 -  0.07ppm

7.8-8.5 海水魚/8.2-8.4 サンゴ

2.5-4.5meq/L　（7-15dKH）

変動的

変動的

8.0-8.3

2.5meq/L　 7dKH

420ppm

1280ppm

0.005ppm

変動的(一般的に0.1ppm未満)

変動的(一般的に 0.0001ppm未満)

変動的(一般的に0.1ppm未満)

0.06 - 2.7ppm

8ppm

0.000006ppm

総量で0.06ppm

温 度 24-29℃ 海水魚/24-27℃ サンゴ

pH

アルカリ度

カルシウム

マグネシウム

リン酸塩

アンモニア

亜硝酸塩

硝酸塩

シリカ

ストロンチウム

鉄

ヨウ素

マックスの推奨値 海洋での値



第1章では水温および塩分濃度について説明しました。その他
のパラメーターを計測するために、レッドシーマックスのス
ターターキットには基本的な水質テストキットのセット、レッド
シー・マリンラボフルキットが含まれています。スターターキッ
トは下記のテストキットを含んでいます。

・アンモニア 　　　・亜硝酸塩　　　・硝酸塩

・ｐH　　　・アルカリニティープロ　　　・カルシウムプロ

・マグネシウム 

また、レッドシーはリン酸塩、シリカおよびアイオディンのテ
ストキットも販売しています。詳しくはお近くの販売店にお尋
ね下さい。

pH
飼育水槽のpHレベルをモニターすることが大切だという要因
はいくつか挙げられます。中でも重要なのは、水生生物は種類
によってそれぞれ異なる特定の範囲内でのみ生存できるという
点です。pHの変化は多くの海洋生物の基本プロセス、例えば
石灰化、炭酸カルシウム骨格の形成などに影響します。

リーフアクアリウムのpHレベルは8.2から8.4の範囲で維持する
必要があります。

pHは日中にいくつかの理由から降下する場合があります。

・過剰なCO2　　　　　　・アルカリ度の低下

・過剰な硝化　　　　・有機物の蓄積 

有機物の蓄積について他の兆候を発見した場合、餌の量を減ら
し、飼育水を一部換水することを検討して下さい。

アルカリ度
アルカリ度とは測定したい水のpHをある一定の値にまで下げ
るのに必要な酸の量を表したものです。また、水中の重炭酸
塩(HCO3)や炭酸塩(CO3)の貯蔵量を示します。

サンゴは重炭酸塩を吸収し、炭酸塩に変換した後、炭酸塩を
カルシウムと合成して炭酸カルシウムの骨格を形成します。
海洋生物学者の間で認知されているのは、ある一定の生物種
は自然の海水よりも高いアルカリ度で石灰化が促進されると
いう概念です。よって、重炭酸塩の摂取量が多くのサンゴで
の石灰化率の制限要因になっています。これは、光合成と石
灰化が重炭酸塩を競って消費し、重炭酸塩濃度が低下すると
いう事実に一部基づきます。したがって、サンゴの管理には
アルカリ度に十分に注意する必要があります。添加剤を使用
しないと、アルカリ度はサンゴが重炭酸塩を消費するにつれ
て低下します。アルカリ度は 2.4-4.5meq/L (7-15dKH)の範囲
に維持する必要があります。高いレベルではサンゴに悪影
響は出ませんが、カルシウム濃度が低下する可能性が増加し
ます。

アルカリ度を上げるにはレッドシー・コーラルバフを使用しま
す。炭酸塩および重炭酸塩の独自の調合によりアルカリ度
を効果的に希望レベルまで上昇させることができます。



カルシウム
前述の通り、サンゴは主に炭酸カルシウムを使用してその
骨格を形成します。カルシウムのほとんどは周囲の海水か
ら摂取します。その結果として、成長しているサンゴ、石
灰藻類、シャコ貝およびサボテングサの入った水槽は急速
にカルシウム量が低下します。カルシウムレベルが360ppm
以下になると、サンゴは十分なカルシウムを摂取できないた
め成長が止まります。カルシウムレベルは380-450ppmに維
持して下さい。高いレベルではサンゴに悪影響は出ません
が、アルカリ度が低下する可能性が増加します。

カルシウムを追加するときは必ずアルカリ度に注意して下
さい。最適なバランスを保つには、レッドシー・サクセスカル
シウムとコーラルバフを共に使用して下さい。

カルシウムの長期的な管理には、レッドシー・サクセスカルク
などを使用します。ハードコーラルの成長に関する継続的な
研究の結果、レッドシーはカルクワッサー、カルシウムリア
クター、および塩化カルシウム添加物に代わるこの優れた製
品を開発しました。レッドシー・サクセスカルクは、サンゴが
飼育水からカルシウムや炭酸塩を消費した分を安全かつ容易
に補給します。これらの添加剤の適切な分量を決めるのには、
テストキットを使用してカルシウム値とアルカリ度を計測しま
す。

マグネシウム
マグネシウムはリーフアクアリウムにおけるアルカリ度とカル
シウムのバランスに対する効果という点で重要です。ある
サンゴやサンゴモはマグネシウムを成長する骨格内に吸収す
ることにより消費します。

理論的には、海水およびリーフアクアリウムの水は過飽和レ
ベルで炭酸カルシウムを含有しています。しかし、この状

態で対策を施さなければ、カルシウムが凝固し結晶を形成
する原因になります。マグネシウムはこうした結晶に結合
し効果的に表面を覆うことにより、結晶のさらなる成長を
防止して水中のカルシウムの減少を防ぎます。これにより、
カルシウムとアルカリ度が自然のレベルに維持されます。

マグネシウムレベルは1200-1400ppmに維持しなければな
りません。レッドシー・サクセスマグネシウムを使って濃度
を標準レベルにしておくことをお勧めします。

リン酸塩
無機性リン酸塩は水槽の中ではいくつかの化学形態で発生し
ます(H3PO4、H2PO4-、HPO4-2、PO4-3)。多くのテストキット
は、一般的にリーフアクアリウムに蓄積されているこれらの形
態のリン酸塩濃度を測定します。こうしたリン酸塩は餌、追
加された水、および何らかの手法のカルシウムやアルカリ度の
補充により水槽の中に入ります。

自然界のレベルよりも多く蓄積された場合、以下の2つの問題
が発生する可能性があります。

・石灰化の阻害

・藻の増殖

こうした理由から、リン酸塩は0.03ppm以下に維持します。
これを実現するには、定期的な換水、適切なスキミング、バラ
ンスの取れた餌の供与、吸着材の使用、そして適切なメン
テナンスを行います。



アンモニア
前述の通り、アンモニアは有機物の分解および魚の排泄処
理から発生します。アンモニアは海洋生物にとって非常に
有毒です。安定した水槽では、硝化菌が即座にアンモニア
を亜硝酸塩、硝酸および窒素ガス、つまりアンモニア自体
よりもはるかに毒性の低い化合物に変換します。アンモニ
アレベルは、0.1ppm以上になってはいけません。

ゼロに近い低いアンモニアレベルを維持するには、定期的
な水の交換、適切なスキミング、バランスの取れた餌の供
給、そして適切なメンテナンスを行います。　

亜硝酸塩
海水では淡水よりもはるかに亜硝酸塩の毒性が弱くなりま
す。アンモニアの酸化の中間生成物としては、リーフアクア
リストはほとんど注目しません。しかし、亜硝酸塩を追跡
すると水槽の生化学過程を理解でき、有益なことが分かり
ます。亜硝酸塩は0.1ppmを超えないように維持します。

硝酸塩
硝化プロセスは硝酸塩の生成で終わります。硝酸塩が多量
に存在すると、藻の繁殖や硝酸によって成長が促進される渦
鞭毛虫などの害虫が発生する可能性があります。リーフア
クアリウムで通常見られるレベルでは、硝酸が特別な毒性
をもたらすことはありません。実際、サンゴの褐虫藻は硝
酸塩を窒素源として消費します。

硝酸レベルを低く維持するには、定期的な水の交換、底砂
の厚敷き（DSB）、およびバランスの取れた餌の供給を行
います。

ヨウ素
海洋には有機および無機ヨウ素が存在します。これらと
様々な循環との関係は、研究の余地が十分にあります。ヨ
ウ素は主に2つの形態で存在します。つまりヨウ素酸塩(IO3)
とヨウ化物(I)です。これら2つの形態を合せると約0.06ppm
あります。

ヨウ素を「消費する」リーフアクアリウムの主な生物には、
ミクロ状の藻類および大型の海藻類やソフトコーラルなどが
あります。

ヨウ素の過剰投与はサンゴにとって非常に有毒です。レッ
ドシーのアイオディンテストキットなど正確なヨウ素測定
キットを使用しない場合は、添加剤の使用を控えめにして下
さい。

清掃
システムの清掃は生物を混乱させるため、効率よく全体を掃
除する必要があります。

1.フード、ガラス、および透明レンズの外側を拭き、藻や塩
の付着物を取り除きます。洗剤や石鹸などは使用せず、淡
水および清潔な布などを使用して下さい。ガラス内側の藻
を除去するには、専用のスクレーパーまたはクリーニング
マグネットを使用します。

2.物理ろ過材に溜まったゴミを取り除き検査します。水道水
で洗い流します。

3.スキマーのコレクションカップおよびネックを掃除します。



添加剤
水質パラメーターをテストし、生物の様子および行動に応じ
て添加剤を投入します。過剰に投与しないで下さい。ヨウ
素など、添加剤の中には多量に投与すると有毒なものがあ
ります。

無脊椎動物の給餌
リーフタンクの無脊椎動物の給餌について理解および対処
する最初のステップは、種別の餌の摂取方法を確認する
ことです。

サンゴ
共生サンゴの多くは共生している褐虫藻が光合成で生成す
る補助栄養が必要です。真に独立栄養の種はほとんど居ま
せん。つまり、ほとんど種では閉鎖された状態で栄養が与
えられないとゆっくりと餓死してしまいます。残念ながら、
アクアリストはそうした緩やかなプロセスを常に認識する
ことができません。一日当たりの欠乏量は数パーセントの
みです。一般的なサンゴの多くは動物性プランクトンや微
小プランクトン(バクテリア、綿状沈殿物、粘液)を捕食するか、
あるいは海水から栄養分を摂取します。ほとんどのサンゴ
には餌を与える必要があります。

イソギンチャク
イソギンチャクは、触手や口に直接置かれた貝やエビを捕
食します。

観賞魚店では様々な市販の液状フードが販売されています。
優れた製法により、海洋無脊椎動物に必要なすべての栄養
分をバランス良く補給できるレッドシー・コーラルグロをお
勧めします。

毎月のケア：水換え
水槽の水は週に1回、10%を換水するように推奨しておりま
すが、それが困難な場合、最低限1ヶ月に１回、25-30%の換水
を行います。換水を頻繁に行うことにより、不要な物質を
薄めることができます。

1.交換用の海水を予め作っておきます。飼育水のパラメー
ターと一致する様に温度と比重を調整します。

2.交換する水の量を汲み取ります。

3.新しく作った海水をゆっくりと加えます。

4.パラメーターを再度確認し、必要に応じて調整します。

この時に底砂または水槽の底面（砂を敷いてない場合）およ
びライブロック部分の汚れを吸い出すことができます。ま
た、装飾品の再配置やサンゴなどを移動することも可能で
す。



2ヶ月毎、または長期のケア
リーフアクアリウムのケアの中には頻繁に行う必要がないも
のもあります。詳しくは以下のリストを確認して下さい。

活性炭の交換
活性炭は、2ヶ月に1回交換します。

生物ろ過材の掃除
生物ろ過材は、3-4ヶ月に１回掃除し、堆積したゴミを取り除
きます。水道水は使わず、きれいな海水に浸してやさしく振
り洗いします。そうすることにより生物相にダメージを与え
ません。

インペラーとポンプの掃除
炭酸カルシウムはポンプモーターに蓄積されます。6ヶ月に１
回、各ポンプを温水と酢の混合液に浸し掃除します。各ポン
プの電源を切り、取り外してから行って下さい。

レッドシー・リーフベースの追加
アラゴナイト成分を含むレッドシー・リーフベースは、ゆっく
りと溶けカルシウムと炭酸塩に分解され、1年間で約10-15%
減少します。十分な底砂の厚みを確保するためにレッド
シー・リーフベースを補給します。

ランプの交換
6-12ヶ月を過ぎると蛍光ランプの光度は約50%低下し、波
長は赤系統の色域に狭まります。これは藻の発生を助長し
ます。



7 トラブルシューティング

セットアップ
Qどこにマックスを置けばよいですか？

A重要：マックスの設置場所はあらかじめ決めておく必
要があります。底砂、ライブロック、海水を入れた後は
水槽を動かしてはいけません。

以下の内容を考慮して設置場所を決定して下さい。

水槽の重さと水槽台
海水、レッドシー・リーフベース、ライブロックを入れる
と水槽の重さは約350Kgになります。マックス専用のトー
テムキャビネットを使用しない場合、この重量を考慮し
て下さい。水槽用スタンドとして設計されていない台を
選択される場合は、確実に重量に耐え、またバランスと水
平を維持することができるかどうか確認して下さい。ま
た、防水加工が施されていることを確認して下さい。レッ
ドシーマックスは他のオールガラス水槽のように、思いが
けない拍子よる不均等な水圧がガラス壁に影響を与え、ひ
びが入ることがあります。

アクセスのしやすさ
設置場所を選ぶ際、日常のメンテナンスのために上部の
空間はフードとスキマーのコレクションカップを持ち上
げることができるようにスペースを確保して下さい。ま
た、マックスの右側後方部にあるパワーセンター内のス
イッチに手が届き、パワーセンターが隙間から取り出せ
るようにして下さい。水槽の周囲は防水し、何かの拍子
に水がダメージを与えるかもしれないことを考慮して下
さい。

室温
場所の選択は、水槽内の適温維持に重要です。環境温度
を22℃に保つことをお奨めします。エアコンや、熱通
気孔の前または直射日光は避けて下さい。よく換気がで
き、穏やかな光線の差し込む部屋が水槽には最適な場所
です。

Qライブロックはどれくらいの量を入れる必要があります
か？

A原則として、飼育水量10リットルにつき、ライブロック1kgを
加えます。正確な量は選ぶ岩のタイプによって異なります
が、水槽の体積の少なくとも40パーセントを占める必要が
あります。マックスの場合、約24Kgのライブロックを入れ
て下さい。



Q底砂は必要ですか？

A底砂の有無に関わらずリーフタンクを立ち上げることは
できます。水の科学的バランスを保つのに理想的なアラ
ゴナイトサンドの使用をお勧めします。アラゴナイト成
分が水中内でゆっくりと溶け出すことにより、サンゴが
健全に成長するために適切なｐHとアルカリ度を維持する
カルシウムイオンと炭酸塩が放出されます。立ち上がっ
た水槽で底砂が成熟すると、何百万もの微生物が住む「ラ
イブサンド」の特徴を有するようになります。これらの微
生物によって水槽は快適な状態となり、硝化、脱窒、お
よび残り餌の消費/分解等の生物ろ過プロセスが促進され
ます。また底砂は、水槽から汚泥を除去するのを助け、
精巧な生態系の食物連鎖で重要な役割を果たす小さな虫
や甲殻類に自然な生息環境を提供します。レッドシー・
リーフベースの使用をおすすめします。

Q底砂はどれくらいの量を入れる必要がありますか？

A少なくとも、厚さ5-7cm程度の底砂を入れて下さい。

技術的な問題

Q水温が27℃以上に上がっていました。

Aマックスが置いてある部屋の温度を24時間計測して下さ
い。

マックスの周辺温度の変化を調べて下さい。マックスの
フードに付いているファンがライトチューブから出る熱
を室内に放出するため、換気について考慮する必要があ
ります。換気されていない閉鎖された部屋では、マック
スの周りの温度は徐々に上がっていきます。

マックス運転中、周囲の温度が22℃もしくはそれ以下であ
る時は冷却の必要はありません。ヒーターのサーモス
タットの設定温度を下げて、経過を観察して下さい。

周囲の温度が23℃-25℃の場合、水槽後部に取り付けられるオ
プションのクーリングファンによって、水槽内の温度は27℃
以下に保たれます。

周囲の温度が26℃を超える場合、適合する水槽用クーラーを
お使い下さい。



Qデイライトが設定した通りに毎日ON/OFFの切り替えを
しません。

A「照明の操作」の章を参照して下さい。

Qスキマーは新しい（または掃除をしたばかり）ですがスキ
ミングをしていないようです。

Aスキマーが新品の場合、もしくは掃除をした直後の場合
は、水で再度洗い流して下さい。まず、48時間スキマーを
作動させます。スキマーは水の濃度や生産過程中に付着
したプラスチック製の残留化学物質に反応します。こう
いった残留物はアクアリウムには安全なものですが、泡
を生成する能力を数日間低下させます。

また、海水中にタンパク質が含まれている時にだけ、スキ
マーが機能します。それらのタンパク質が気泡の表面に
付着し、構造的に硬くなることでスキマーネックに押し
上げられコレクションカップに入ります。水槽内がきれ
いな場合、エアーインレットを開けてもスキマーは汚水
を生成することができません。

Qスキマーがゆるく水分の多い泡を大量に生成しています。

A水分の多いゆるい泡が過剰に生成される場合（オーバー
スキミングとも呼ばれます）、スキマーで除去する必要
がある化学物質の存在を示しています。

安定した泡が生成されるまで、フォームアジャスターを
上げ、エアーバルブを閉めて空気の流入量を減らします。

Qスキマーが泡を生成しない。または、すごく乾いた泡が
ネック部分に蓄積します。

A新規立ち上げ期間では生物的負荷が少なく、有機物も極
わずかです。

もし、マックスに生体がたくさん入っている場合、必要に
応じて、フォームアジャスターを下げ、エアーバルブを
開けて下さい。

もし、それでも少しの泡しか得られない場合、エアー
ホースもしくはスキマーの吸水口に詰りが無いか検査し
て下さい。

Qフィルター区画の水位確認窓から見える水位は最低水位
ライン付近になっているが、水槽の水位はリムの下です。

Aサーフェススキマーのシャッターの位置が水面より下に
あるかをチェックし必要であれば調整します。それでも
ポンプ室の水位が最低水位ラインに近い状態の場合、物
理ろ過材を取り外し、良く洗って下さい。たくさんのゴ
ミで目詰まりを起こしている可能性があります。

さらにマックスの操作についてご質問がある場合はレッドシー
マックスの専用サイト（redseamax.com）をご参照下さい。



Q なぜ、水槽内に細かい気泡があるのでしょう？ 

A気泡が発生する主な原因は循環ポンプによる空気の巻き込
みです。すぐ水位確認窓から左のポンプ室の水位をチェッ
クして下さい。水位が低すぎる場合、循環ポンプは空気を
吸い込み、細かい気泡を発生させます。

海水水槽での少量の細かい気泡の存在は普通であり、予
期される現象です。強力なスキミングを用いることは良い
水質の秘訣です。有機物の汚れを分解される前に取り除
き、高い酸化還元値を維持します。これは、水に空気を過
飽和の状態にします（同条件の温度と気圧で通常より多く
のガスを水中に溶かします）。スキマーを後にした過飽
和状態にされた水は弛緩し、過分のガスを細かい気泡の
形状にして放出します。

水質調整剤を使用した水道水や天然海水で使用すると細か
い気泡が大量発生する場合があります。多くの水質調整剤
や不純物が混入した天然海水では水の表面張力が上がるこ
とで一部の気泡がスキマーチャンバーから逃れ、ポンプを
通って水槽に入ってきます。

RO水の使用をお勧めします。水道水を使用する場合は水
質調整剤や塩素除去剤を添加しないで下さい。その代わり、
水をマックスに注入する前に24時間攪拌し、塩素が自然に
消散するように処理します。



製品保証
レッドシー製品の限定保証

この限定保証では、ご使用の製品について、Red Sea Fish 
Pharm Ltd. (RedSea) が製品の保証を行うことを宣言します。
これ以外はRedSeaからのいかなる明示的または暗示的保証
もありません。

RedSeaでは当初購入日から12ヶ月の期間について、材料お
よび仕上がりの欠陥に対してご購入製品に保証を与えるも
のであり、新品部品または部品交換により無料で(輸送料別
途)この製品を修理致します。

保証期間中または保証期間後、本製品に問題が生じた場合
は、購入された小売店または弊社にご連絡下さい。この保
証は購入者本人以外には適用されません。保証行為の実行
には購入日を証明するものが必要です。

この保証は、正規使用中に発生した材料または仕上がりの
欠陥による故障だけが対象となります。出荷中に発生した
損傷、または誤用、乱用、不注意、不適切な設置方法、あ
るいは別用途での使用、構造変更により発生した故障は対
象とはなりません。また、本製品の使用による生体の死亡
等には一切の保証は行いません。

RedSeaは、この製品の使用の結果発生した偶発的、間接的
損害、またはこの保証の侵害により発生した偶発的、間接
的損害には責任を負いません。販売性および特定用途への
適合性の保証を含め、すべての明示的および暗示的保証は、
上記該当保証期間に限定されます。

これらの文言は、お客様の法的権利に影響を及ぼすもので
はありません。

連絡先

国内総代理店

株式会社エムエムシー企画
レッドシー事業部

〒171-0021
東京都豊島区西池袋4-23-11
E-meil:info@mmcplanning.com




